
建設混合廃棄物の現場分別手法

リサイクルについて

《有効な現場分別》
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はじめに
・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

特定の建設資材について、分別解体等及び再資源化等を促進するための措置
を講じるとともに、解体工事行者の登録制度を実施すること等により、資源の有効
な利用の促進及び廃棄物の適正処理を確保するため、建設工事に係る資材の再
資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という。）が平成１４年５月３０日か
ら施行されています。

・建築物等に係る分別解体等及び再資源化等の義務付け

特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事、施行に特定建設資材を使用
する新築工事等であって、一定規模以上の建設工事（対象建設工事）については、
一定の施行基準に従って、①コンクリート、②コンクリート及び鉄から成る建設資材、
③木材、④アスファルト・コンクリートを現場で分別し、再資源化することが義務付
けられています。
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事前調査
①設計図書使用した確認

・特記仕様書 ・仕上げ表 ・平面詳細図 ・その他詳細図

②目視等による確認

・設計図書が入手できない場合や、設計図書のみでは十分確認が

できない場合など、現地で目視により確認。

＜確認項目＞

・壁面のコンセントスイッチや天井の一部を取り外すことで使用材料を確認。

・廃石膏ボードの裏面に記載してある製品番号により使用材料を確認。

・石綿含有建材の調査。

・その他、処理困難物等の調査。
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コンクリートがら等（がれき類）の分別

現状の問題点

（１） ＡＬＣ、レンガ、タイル衛生陶器類（色付）の混入。

（２） 木くず、木毛成型板の混入。

（３） Ｐタイル及び床材長尺シート、防水シート類の付着物付の混入。

（４） 石綿含有建材と疑われる廃棄物。（スレート板、珪カル板、

フレキシブルボード、押出成型セメント板、窯業系サイディング、

岩綿吸音板、Ｐタイル等）があります。

（５） その他解体系残さ物等の混入。
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異物混入の例（１）

木くず、レンガの混入

タイルの混入

Ｐタイルの混入

Ｐタイル、スレート、珪カル板等の石綿含有建材の
場合は、コンクリートがらを含む状態で石綿含有
建材扱いとして適正処理しなければならない。
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異物混入の例（２）
《下ゴミ残さを混ぜてしまった》

ＡＬＣに廃石膏ボード混廃

※異物混入の場合は処理費が高くなり、状況に応じては受入を断られてしまいます。※
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なぜ異物が混ざってはいけないの？

再生砕石として有効利用するにあたり・・・・・

（１） コンクリートがら（がれき類）１００％で製造しないと売れない。

（２） タイル、レンガ等着色物混じりはＢ品として、販売もできます

が利用用途が少なく、大量に保管して置くことができない。

（3） 廃プラスチック類、木くず、電線くず等のゴミが多く混入して

いる場合クレーム対象となり売れない。

（4） スレート板、珪カル板、コロニアル、Ｐタイル等石綿含有建材

でなくても、混入していた場合はクレーム対象となり売れない。

7

現場内利用（1）
（1） コンクリートがら、アスファルト・コンクリートがら「破砕して路盤材等へ」

処理能力５ｔ/日を超える移動式の破砕機は｛産業廃棄物処理施設｝と

して許可を受ける必要があります。

ですが、元請業者が現場内に設置する移動式の破砕機は設置許可不

要とされています。（破砕機の運転作業等は元請業者が自ら行うこと。）

一般粉じん発生施設の届出が必要

・原動機の定格出力：７５Ｋw以上

・コンベアベルト巾：７５ｃｍ以上

・面積：１，０００ｍ2以上

（破砕前原料及び破砕後の路盤材を保管する面積を含みます。）

上記が一つでも該当する場合は一般粉じん発生施設の届出が必要です。
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現場内利用（2）
（2） 建設発生木材（伐採材など）「マルチング材等として利用」

植栽した苗木などを浸食や乾燥から保護するなど、土壌の表面を

木質チップなどで被覆すること。

使用目的は、以下の観点からその使用に合理性が認められること。

1) 土地の用途において必要と認められる目的で使用されていること。
2) 使用量がその目的を達成する必要最小限であること。
3) 使用にあたって周辺環境に支障を生じないよう対策を講じること。

汚水の発生、飛散流出、悪臭の発生、その他生活環境上の支障

を生じさせないこと。

その他マルチングの使用方法、木質チップの性状等の基準及び制

限があります。

一般粉じん発生施設の届出は（1）同様に必要です。
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重機・機械を使用した撤去状況（例１）
防水シートの撤去状況

ＡＬＣ撤去状況

10



重機・機械を使用した撤去状況（例２）

石膏ボード撤去状況

照明器具

石膏ボード撤去状況

人力による解体作業が有効です
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分別困難な廃棄物

ミンチ解体残渣物

廃石膏ボード混廃
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廃石膏ボード分別解体

①石膏ボードの原型を留めたまま撤去できるよう、固定されているク

リップの一部を鋼製下地から取り外した後、石膏ボードを取り外す。

②バールを用い、石膏ボードを壁や天井から垂直に引き剥がす。

③バールを用い、石膏ボードを解体する。その際、可能な限り石膏

ボードを使用されている状態のまま取り外すように注意する。

④廃石膏ボードは先行して分別回収し、他の資材が混ざっている

場合は取り除き、廃石膏ボード単体で搬出する。

＜分別解体の留意点＞

・ 足場や脚立等を適切に使用し、転落等に十分注意する。
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現場での徹底分別
（1） 内装材の解体は、手作業によることが原則です。

（2） コンクリートに木くず、防水シート、Ｐタイル等の付着している物は

事前に剥がす。

（3） ＡＬＣ、レンガは分別解体する。

（4） 石膏ボードは混廃には混ぜない。（保管では濡らさない）

（5） 再資源化が可能な物の分別。（製品端材や梱包材等は処理費が安くなる）

（6） コンクリートがら等は積込時に手作業で異物を撤去する。

（上記の作業はコストが上がってしまう。）

上記等の作業手順書の作成、特に内装関連の建築は業者の入れ替

わりが多く、解体作業は協力会社等が行う場合が多く、作業手順及び分

別方法の周知徹底と明確な指導を定期的に行うことが必要です。
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廃棄物（分別ヤード）の設置

８㎥コンテナ １㎥フレコン 現場の状況にあった分別ＢＯＸ
を設置し、工事進行状況に応じて
分別ヤードを変更。

表示看板に処理費を掲示し、コスト
面から分別意識を向上させる。

分別ヤード
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コストについて

・ 建設廃棄物発生量原単位簡易計算書により、分別なしでの搬出

と、分別搬出したコストの比較を行うと・・・

①簡易計算書での分別

コンクリートがら、ガラス陶磁器くず、廃プラスチック類、

金属くず、紙くず、木くず、廃石膏ボード、その他* ￥12,173,800

②分別なし（総排出量：２，２３２．８ ㎥ ） ￥13,396,000

③躯体8品目、仕上げ13品目、外溝6品目を仕分け ￥9,454,300

◎分別なしと比べて（運搬費別） ￥３，９４２，５００ のコストダウン（約３０％）
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中間処理施設での分別

工事現場で混合廃棄物となってしまった廃棄物は、中間処理

施設に搬入され適正処理されます。

（1）人力及び重機による土間粗選別で大きい物と不適物等の分別。

（2）廃棄物の種類、形状等に応じた処理は破砕、圧縮、切断等。

（3）機械選別及び手選別ライン上による分別処理。

（4）機械選別による処理。

廃石膏ボードを含む混合廃棄物は、石膏分が粉状になって全体

に付着していると「管理型埋立処分」処理コストＵＰ!!
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機械選別・選別・粉砕設備 処理フロー図

手選別室

バリオセパレータ

粉砕機

手選別後廃棄物

人力及び重機に
よる土間粗選別
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比重差選別設備 処理フロー図

比重差選別設備

手選別

細粒物

軽量残渣

重量残渣物
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